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1号機 S/C水位の低下の状況について

2026年2月26日
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◼1号機の原子炉格納容器（PCV）の耐震性向上を目的に、2024年3月より原子炉注水流量の低
減により水位低下を進め、同年8月に水位がPCV（D/W）底部に到達。

◼水位が横ばいになった後、同年12月よりS/C水位の自然降下速度が増加したことから、現在に
至るまで水位低下状況の監視を続けてきた。

◼2026年2月現在において、間もなく目標水位（S/C中央）に到達見込みであり、現状の水位低
下状況を次頁に示す。

１．1号機PCV（S/C）水位低下の目的・経緯
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原子炉注水流量の低減 S/Cの自然水位降下
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２．1号機PCV（S/C）水位の最新状況
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原子炉注水流量低減による
PCV（S/C）水位低下開始

PCV水位がベント管下端高さで
ほぼ横這いとなったことを確認

S/C水位低下傾向の増加

T.P.4960（ベント管下端）

T.P.2134（S/C中央）

T.P.23（CUW配管下端）

R/B北東三角コーナーでの漏えいが継続中
点検

点検

S/C中央に到達

◼ 1号機PCV（S/C）は、まもなく目標水位であるS/C中央（T.P.2134mm）に到達する見込み。

低下速度は0.2ｍ３/h程度

T.P.-1906（S/C底部）
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３．自然降下が継続した場合の水位低下予想
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T.P.4960（ベント管下端）

T.P.2134（S/C赤道）

T.P.23（CUW配管下端）

T.P.-1906（S/C底部）

2027年度下期頃

2026年度下期頃

S/C中央に到達

水位計監視不能範囲

◼ 現状の低下カーブが継続した場合は、2027年下期にはS/C底部に到達する見込み。
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４．1号機S/CとR/B北東三角コーナーのエレベーション
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◼ S/Cからの漏えい箇所は、R/B北東三角コーナー地下階（CS/CCSポンプ周辺）にあると想定されている。

◼ R/B北東三角コーナー地下階は、T.P.1564以下であることから、漏えい箇所の高さによってはS/C底部まで水位
低下の可能性あり。

◼ R/B北東三角コーナーの水位はT.P.-1650～-2150で管理しており、周辺サブドレンの水位設定値はT.P.-650で
あることから、建屋滞留水は十分に低い値で管理されている。
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S/C底部
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トーラス室底部
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北東三角コーナー

北東三角コーナー
移送ポンプ

トーラス室
移送ポンプ

CUW配管下端
(T.P.23) PCV(S/C)水位計

CUW配管
（16B）

逆止弁

漏えい箇所
（想定）

周辺サブドレン
設定L値
(T.P.-650)

1,2u周辺サブドレン

水位計監視不能範囲

T.P.-2150

T.P.-1650

トーラス室
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５．今後のS/Cの水位低下について
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◼ S/C中央（T.P.2134）到達以降も、更なる耐震性向上のために自然降下を継続して可能な限り水位低下させ
る予定。

◼ S/Cの水位低下が継続し、水位計を設置しているCUW配管下端（T.P.23）に到達以降は、水位計による監視
が不可能となるが、建屋滞留水水位（主にR/B北東三角コーナー水位）の傾向監視によりS/Cからの漏えい
状況を継続確認していく。

◼また、CUW配管内に水位計を設置するために逆止弁の蓋を解放（簡易養生あり）していることから、CUW
配管下端に水位が到達した場合、R/B1階フロアとPCV（S/C）内が連通することになるため、CUW配管下
端（T.P.23）到達に余裕を持って、水位計の撤去および逆止弁の蓋の取り付けにより開口部の閉止を行う。

水位計監視不能範囲

自然低下を継続
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６．まとめ
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◼現状の水位低下速度が維持された場合、目標水位であるS/C中央部（T.P.2134）には、今年度
末頃には到達する見込み。

◼S/C中央（T.P.2134）到達以降も、更なる耐震性向上のために自然降下を継続して可能な限り
水位低下させる予定。

◼水位低下の過程で、CUW配管開口部がPCV（S/C）と連通することとなるため、事前に水位計
を撤去のうえ閉止を行う。なお、水位計による監視が不可となった場合も、建屋滞留水の水位
による傾向監視を継続していく。

◼引き続き、建屋滞留水側への影響を確認しながら、S/C水位低下を進めていく。
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＜参考＞現状のPCV（S/C）水位の状況について
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◼ PCV水位低下作業終了時（2024年10月末）におけるプラントパラメータの状況は、以下の通り。
◼ 現状のS/C水位は、T.P.4700mm程度と当時と比較してわずかに低下しているものの、大きくは変わらない。

特定原子力施設監視・評価検討会（第１１５回）資料２－６抜粋
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＜参考＞パラメータの推移（Cs-137/ H-3濃度 長期）

◼ 2019年以降の１号機 R/B地下滞留水の「Cs-137」および「H-3」の濃度を示す。

◼ 両核種ともに、2024年12月末のS/C水位の低下速度増加後の分析において、概ね1桁程度の濃度上昇が
見られているが、S/C内包水のサンプリング結果（P10参照）と比較して低い状況で推移している。

◼ 2025年2月をピークに濃度は安定してきており、現状において滞留水処理は出来ているが、引き続き傾
向監視を行い、滞留水処理の運用に反映していく。

濃度[Bq/L]

2.83E+06 Bq/L

2026/1/21採水

7.33E+08 Bq/L

2025/2/10採水

3.64E+08 Bq/L

2026/1/21採水

4.76E+06 Bq/L

2025/2/10採水
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＜参考＞周辺サブドレンピットのパラメータ推移（Cs-137/ H-3濃度）

◼ 2024年4月以降の１号機 R/B周辺のサブドレンピット（No.8、9）の「Cs-137」および「H-3」の濃度
を示す。

◼ 両核種ともに、2024年12月末のS/C水位の低下速度増加後の分析において、上昇傾向は見られない。

S/C水位低下傾向の増加
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＜参考＞S/C内包水の分析結果（1/2）
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東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会（第4１回）資料５－３ 抜粋
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＜参考＞S/C内包水の分析結果（2/2）
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東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会（第4１回）資料５－３ 抜粋


